
1

自発的教養科目の説明

自発的教養科目の目的

自発的教養科目は、学生の自律的・自発的で実践的な学習の機会を保障することによって、学

生の皆さんが今後、さまざまな機会をとらえて自律的・自発的で実践的な経験ができるようにな

る後押しのために設けられています。

自発的教養科目の内容

平成２５年度の自発的教養科目の内容は、下の表１～３の通りです。あらかじめ定められた学

内の教員の指導の下で行われる｢ボランティア活動｣、｢自発的な研究｣の活動実績に応じて、全学

共通教育科目の自発的教養(ボランティア活動)、自発的教養(自発的研究)の単位として認定され

ます。認定される単位は、30時間程度の活動で２単位、15時間程度の活動で１単位が認められま

す。ただし、この時間数は一応の目安であり、個々の活動に応じて単位認定に必要な活動時間は

異なることがあります。表１～３の活動の他にも、学内の教員の指導の下で、現在の専攻分野外

の自発的研究を進めるなどすることにより、単位を申請することもできます。また、活動時間に

ついては学期・年度を越えて加算することができます。（ある年度に 15 時間の活動を行い、その

前の年度に 15時間の活動をした場合、合計 30 時間の活動として申請することができます）

自発的教養科目の取得単位の上限は、ボランティア活動・自発的研究について各２単位の合計

４単位です。

自発的教養科目受講の条件

「自発的教養」の活動内容になっては、いくつかの条件が必要な場合があります。例えば、「ボ

ランティア活動」が自発的教養(ボランティア活動)として単位認定されるためには、テーマ別科

目｢ボランティア理論｣の単位取得が必要になります。

（ただし、科目の履修中であっても、ボランティア活動をすることに支障はなく、「ボランティア

理論」の単位取得後、自発的教養の申告をすることで単位認定されます。）

また、学外で行う活動で交通費などの経費は原則として自己負担となります。その他、各活動

に必要な条件は下の表１～３の通りです。
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自発的教養科目履修の手順

①興味を持った活動があったら、下の表の連絡先にある責任教員の先生に連絡を取って下さい。

②活動の承認がされたら責任教員の先生に指示に従い、活動をして下さい。

③活動を終えたら、「自発的教養活動証明書」・活動内容と活動から何を学んだかをレポートに

まとめた「活動報告書」を責任教員の先生に提出して下さい。

④責任教員の先生は、「活動実績」と「活動報告書」を点検し、活動時間等や「活動報告書」が

単位認定に足るものだと判断した場合、「自発的教養活動証明書」に署名・捺印します。

⑤責任教員から「自発的教養活動証明書」・「活動報告書」を受け取り、「自発的教養活動単位申

し込み書」に必要事項を記載して、教務課の共通科目担当者に提出してください。

⑥提出の期限は前期・後期ともにＣＮＳでお知らせします。

⑦提出された資料に基づき、「自発的教養科目部会」で総合的に判断して単位認定が行われます。

（学生の皆さんは授業の申告をする必要がありません）。⑧詳細につきましては、以下の各学

部の自発的教養科目部会委員にお尋ね下さい。

教育人間科学部 岡林 春雄 (oka@yamanashi.ac.jp)

教育人間科学部 小畑 文也 (fobata@yamanashi.ac.jp)

医学部 高田谷久美子 (kumikot@yamanashi.ac.jp)

医学部 宮澤 恵二 (kmiyazawa@yamanashi.ac.jp)

工学部 小谷 信司 (kotani@yamanashi.ac.jp)

工学部 金子 栄廣 (kaneko@yamanashi.ac.jp)

生命環境学部 宮川 洋三 (ymiya@yamanashi.ac.jp)

生命環境学部 中田 美紀 (nakatam@yamanashi.ac.jp)
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表１ ボランティア活動

テーマ・代表者 連絡先・説明 単位認定の条件 備考

☆野外活動体験

プログラムにお

けるボランティ

ア

☆川村協平

（教育人間科学

部）

川村 協平

kkyohei@yamanashi.ac.jp

山梨幼児野外教育研究会で行う、夏休

み幼児キャンプ（3泊 4 日）、小学生キ

ャンプ（4 泊 5日）、春休み幼児雪の教

室（3泊 4 日）、OB 雪の教室（4泊 5 日）

におけるリーダ活動。

子どもたちがキャンプ体験を通じて

「自然や仲間そして自分自身」とより気

持ちよく関われるようになってほしい、

そのために必要なことは何かに気づい

てほしいと願って行っている。

活動時間：30～40

時間、活動内容に

よって異なる

2 単位。

１．｢ボランティア理論｣の

履修

２．活動中の宿泊費等実費

は個人負担

３．対人賠償を含む学生保

険の加入

４．大学で実施している健

康診断で健康であるこ

と

☆スポーツ教室

等におけるボラ

ンティア活動

☆加藤朋之

(教育人間科学部)

加藤 朋之

tomo-kato@yamanashi.ac.jp

公開講座「エコールデゥスポーツ」での

指導補助

活動時間：実習 30

時間、2単位

１．｢ボランティア理論｣の

履修

２．活動中の宿泊費等実費

は個人負担

３．対人賠償を含む学生保

険の加入

４．大学で実施している健

康診断で健康であるこ

と

☆障害を持つお

子さんのための

活動

☆高田谷久美子

（留学生センタ

ー）

高田谷久美子

kumikot@yamanashi.ac.jp

☆ ダウン症協会山梨県支部の歩み会

（乳幼児部会）定例会でのボランテ

ィア

☆ 車いすダンスへの参加（甲府支援学

校において原則第 4 日曜日の 10：00

～12：00）

歩み会では、お子さんと、またお母様

やお父様も一緒に、からだをマッサージ

したり、音楽に合わせて動いたり、いろ

いろな道具を使ってからだを使った遊

びをします。また、車いすダンスでは、

一緒にからだを動かしてゲームをした

り、音楽にあわせてダンスをします。こ

れら活動を通して、子どもたちのことを

理解してほしい。

活動時間：

30 時間、2 単位

１．「ボランティア理論」の

履修

２．実施場所までの交通費

は自己負担

３．対人賠償を含む学生保

険の加入
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テーマ・代表者 連絡先・説明 単位認定の条件 備考

☆東日本大震災

ボランティア活

動

☆阿部 茂

(教育人間科学部)

阿部 茂

abe@yamanashi.ac.jp

東日本大震災の復旧支援、被災者支援

などのボランティア活動を通して、社会

的貢献への期待に応えるとともに、社会

参加への視野を広げてほしい。

活動時間：

15 時間で 1 単位、

30 時間以上で２単

位

１．「ボランティア理論」の

履修

２．活動中の宿泊費等は自

己負担

３．対人賠償を含む学生保

険への加入

４．大学で実施している健

康診断で健康であるこ

と

５．活動は平成 23 年度中に

なされたものに限る

なお、単位認定の詳しい要

件や留意事項については、

平成 23 年 7 月 22 日付で

CNS に掲載された「自発的

教養科目（東日本大震災ボ

ランティア）新設について」

を参照

表２ 自発的研究

テーマ・代表者 連絡先・説明 単位認定の条件 備考

☆情報システム

管理の学習と実

践

☆安藤英俊・

鈴木良弥

(工学部)

吉川 雅修（コンピュータ理工学科）

yoshi@yamanashi.ac.jp

・コンピュータとネットワークからなる計

算機システム・情報システムの設計、管理

運用、利用者教育などに関する知識や技術

の習得と実践とを試みる。

・説明会は特に開催しない。Web ページ

http://lww.kki.yamanashi.ac.jp/

management/ にて詳細情報を提供する。

（学内 PC からのみアクセス可能）

1.5～2 年間の活

動内容を評価し

て実習60時間２

単位

１．参加人数は１学年

あたり１０名程度

に制限

２．ノートパソコンな

どは自己負担

３．活動開始は随時可

能
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テーマ・代表者 連絡先・説明 単位認定の条件 備考

☆資源循環型も

のづくり実習

☆竹内智

（生命環境学部）

竹内 智

take@yamanashi.ac.jp

新エネルギーとして注目されているバイ

オディーゼル燃料（BDF）の精製、使用済み

食用油の回収精製体験を通して、廃棄物の

リサイクルや地球規模の環境問題を学習す

る。

実習、研究：30

時間以上、2 単位

別途案内する説明会で

より詳しい説明を行う。

☆ロボコン

☆小谷信司・萩原

親作・寺田英嗣

（工学部）

小谷 信司（情報ﾒｶﾄﾛﾆｸｽ工学科）

kotani@yamanashi.ac.jp

ロボコン参加に関わる技術研修、ロボッ

トの開発、政策、大会参加

実習・講義：60

時間以上、2 単位

１．参加人数は１０名

程度に制限

２．ノートパソコンな

どは自己負担

３．主な活動場所：工学

部機械システム、電

気電子システム工

学科研究室

☆地域プロデュ

ース・まちづくり

に関わる実習

☆石井信行

（工学部）

石井信行（土木環境工学科）

nobur32@yamanashi.ac.jp

環境学園都市甲府を将来像として掲げ，市

民や行政とコラボレーションしながらプロ

ジェクトを立案・実行する活動において，

学生は主体的に関わりながら地域プロデュ

ースやまちづくりについて学ぶ．活動状況

はウェイブサイト

（ http://www.cec.yamanashi.ac.jp/~nobu

pdlabo/）で紹介している．

実習，研究：30

時間以上，2 単位

１．活動中の宿泊費等実

費は個人負担

２．学生保険の加入

☆統合能力型高

度技術者養成

プロジェクト

｢学大将｣関連

の実習

☆未 定

（工学部）

（未 定）

工学部が設定、運営する学大将プロジェク

トのうち、マイハウスプランに属するキャ

リアハウス、ベンチャーハウスに登録され

た学生を対象としています。それぞれのハ

ウスでの研究や起業活動を通じて、学生は

技術者としての意欲と能力をいっそう伸ば

します。活動内容はウェブサイト

（http://www.eng.yamanashi.ac.jp/risu/

index.html）で紹介している。

具体的な単位認定の基準・手続きは各担当

教員に確認してください

実習，研究：30

時間以上，2 単位

1．参加者は活動中の交

通費等実費の一部を個

人負担する場合有り

2．学生保険の加入


